
　12月11日（月）、山形大学で開
催した連合山形寄付講座に青年委員会を代表して髙橋杜於
委員長と林真成事務局次長がゲストスピーカーとして参加
し、山形大学人文社会科学部の学生に対し「青年労働者の
問題意識と労働組合」をテーマに講義を行いました。
　内容は近年問題となっている若者の離職に伴うリスク、
そしてそれに対する労働組合の役割・必要性、その中の青
年委員会活動などを説明しながら意見交換を行いました。

○�働くということはいかに難しいことか理解できた。また、簡
単に離職するのはどうかと思った。しっかり自分で落ち着い
て考えてから離職するかどうかを判断すべきだと思った。
○�現代は、転職してスキルアップしていく人も多いため、自治
体のそれぞれの転職へのサポート活動が大切だと感じた。
○�離職率が高い職種でも労働組合がある企業とない企業では労
働環境が異なるため、離職率がちがうことを学んだ。
○�青年委員会が雪灯篭まつりのような地域活動にも参加してい
ると知り驚いたが、社会貢献に繋がる幅広い取り組みを行っ
ているのだと感じた。
○離職するメリットはなにか？
○�私は仕事はそもそも辛くて苦しいものだと思うのだが、どう
仕事を選べばいいのか？

○�一番問題であるのはアンコンシャス・バイアスなのではないかと思う。なぜなら、女子はこ
ういうもの男性はこういうものが根底にしみついてしまっているからだ。それを女性自身も
そうだと思っている節があると思う。
○�男女平等を実現させるためには、女性が働きやすい社会を目指すだけでなく、男性の残業等
の負担を減らさないといけないのが難しいポイントだと感じた。
○�男女平等社会の実現には、男性だけでなく女性同士の協力や理解も不可欠だと考えます。年
配の女性の中には性別分業の意識が強くある人もおり、場合によっては男性よりも女性から
の理解が得られないケースもあるのでなないか？

　昨年に引き続き、今年も青年委員会で「米沢雪灯篭まつり」に参加い
たします！今年は小雪で雪灯篭制作が厳しい状況ですが、伝統ある雪灯
篭を心を込めて制作いたしますので、ぜひ、米沢雪灯篭まつりへお越し
ください！お待ちしています☆
２月10日（土）11：00～21：00、11日（日）11：00～20：00
� （※両日とも点灯は17：30～）

　12月18日（月）、山形大学
人文社会科学部の学生に対し、連合山形寄付講座
が行われ、女性委員会の紺野美穂委員長と小川実
己前事務局次長が「男女平等社会とワーク・ライ
フ・バランス」をテーマに講義を行いました。学
生生活ではまだ感じることの少ない「男女間の格
差」や「働く女性の現状と課題」「連合山形女性
委員会の取り組み」など実際に働く目線に立ちな
がら、学生に対し分かりやすく紹介し、最後の質
疑・応答ではたくさんの質問をいただきました。

学生の質問に回答する
髙橋杜於委員長（右）と林真成事務局次長（左）

講義の様子紺野美穂委員長小川実己前事務局次長
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労働組合が
あるって大事！！

日本は146ヵ国中
125位。政治は世
界最低クラス、経
済（賃金の男女格
差、管理的職業従
事者の男女比な
ど）も下位。

あらゆる領域・レベルで、すべての企
画において、男性及び女性へ及ぼす影
響を評価するプロセスである。究極の
目標はジェンダー平等を達成すること
であると定義された。
出所： �（参議院常任委員会調査・特別調査室「気候

変動政策におけるジェンダー支店の重要性）

世界経済フォーラムが毎年発表しているもので、経済活動
や政治への参画、教育水準、出生率や健康寿命などから算出される、
男女格差を示す指標のこと。
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